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④Franco Moretti, Graphs, Mapes, Trees. Abstract Models for a Literary History, Verso, New York 2005 
⑤特にヨーロッパの中ではこのような傾向が強まり、例えばフランスのJeanStarobinski, Le ragioni de/ 
testo, Bruno Mondadori, Milano 2003やイタリアのMarioLavageto, Eutanasia de/la critica, Einaudi, 
Torino 2005などが話題になっている。








Vol.51, No.2, June 2005、62一74頁などを参照されたい。
⑨Laura Moretti，”I manoscritto nel' era della stampa: riflesioni sui testi letterari di periodo Edo (1600-
1867）”（「版本時代における写本一近世文学の文学作品を中心にJ)Scritture e Codici nelle Culture 
dell ’Asia. Prospettive di Studio, Cafoscarina, Venezia，発行中。
⑩Haruo Shirane (edited by), Early modern Japanese literature.・ananthology, 1600-190αColumbia 
University Press, New York 2002 
⑪鈴木健一、「日本の近世に新しい風を通す8のテーマJ、I国文学』、2001年6月、 114-121頁。
⑫詳細は⑬に挙げる博士論文を参照。
⑬博士論文“TheLiterary Fortune of a Wandering Quack Doctor of the Edo Period. Textual and Intertextual 





letterariめridismoe contaminazione, Editori Laterza, 2001など）国文学の世界にも（長島弘明、延広真
治、対談「近世小説ージャンル意識を超えてJ、I国文学J2005年6月第50巻 6号、 6-23頁など）
重視されるようになった。筆者が2005年のEAJSで行った“Hybridprose of the kinsei literature 
Multiple contents, pluri-modal prose and poli-functional books”という発表より近世初期の散文文学作
品において以上の検討を始めた。
＊討強要旨
津田真弓氏から、テキストデータをつけたPDFを、学会もしくは研究者個人単位で、論文を発表す
るたびにどこかに集積していくということを考えてもよいのではないか、という提案があり、発表者
は、そのような方向に進めばよいと思う、と答えた。
山下則子氏は、全般に外国人研究者の書誌研究に対する反応は鈍いが、環境的にも難しいのではな
いか、との意見があり、発表者からは、時々は鈍い反応もあるかもしれないが、 PeterKomicki先生の
ような研究者の立派な研究成果を忘れてはいけない。勿論、国文学研究資料館がもっと外国の研究者
にアピールし、話し合い連携を進めて行けば海外でも書誌的研究の推進は望めるのではないか、国文
学研究資料館の海外調査でもっと現地の外国人研究者との協力関係の発展を考えておけば、調査も進
捗するのではないか、との回答があった。
ロパート・キャンベル氏から、同じ外国人研究者として、発表者の提案に賛成する旨の発言があり、
発表者からは、自分の世代の研究者育成のためにも、環境の整備を切望する旨の回答があった。
? 《
?
? ????
